
経

営

診

断

の

実

習

指

導

を

行

っ

た

小

林

俊

介

・

日

本

生

産

性

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

話

　

「

Ｊ

Ａ

経

営

マ

ス

タ

ー

コ

ー

ス

」

の

経

営

診

断

実

習

に

は

、

日

本

生

産

性

本

部

「

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

養

成

講

座

」

の

ノ

ウ

ハ

ウ

が

盛

り

込

ま

れ

て

い

る

。

　

１

９

５

８

年

に

開

設

さ

れ

た

「

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

養

成

講

座

」

で

は

、

経

営

全

般

に

お

よ

ぶ

広

範

な

知

識

、

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

ノ

ウ

ハ

ウ

の

習

得

を

通

じ

て

、

企

業

を

診

る

目

を

養

い

、

経

営

革

新

を

支

援

、

実

現

す

る

た

め

の

思

考

力

、

実

行

力

を

養

成

し

て

い

る

が

、

そ

の

最

大

の

特

徴

は

、

実

際

の

企

業

に

約

�

日

間

滞

在

し

経

営

診

断

を

体

験

す

る

「

経

営

診

断

実

習

」

だ

。

　

実

際

に

経

営

診

断

を

経

験

す

る

こ

と

で

、

財

務

分

析

な

ど

の

定

量

的

な

面

だ

け

で

な

く

、

キ

ー

パ

ー

ソ

ン

へ

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

や

現

場

の

確

認

に

よ

る

定

性

的

な

面

も

含

め

て

、

総

合

的

に

そ

の

組

織

を

俯

瞰

す

る

と

い

う

養

成

講

座

の

進

め

方

が

、

「

Ｊ

Ａ

経

営

マ

ス

タ

ー

コ

ー

ス

」

の

目

的

や

枠

組

み

に

合

致

し

た

の

で

は

な

い

か

と

考

え

て

い

る

。

　

実

習

で

は

、

受

講

生

は

自

分

が

知

っ

て

い

る

領

域

や

自

分

が

気

に

な

る

点

に

焦

点

を

当

て

て

し

ま

い

が

ち

に

な

る

の

で

、

事

前

に

受

講

生

に

対

し

て

は

、

組

織

を

客

観

的

に

見

る

よ

う

に

伝

え

た

。

　

現

地

調

査

の

段

階

で

は

、

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

を

行

っ

た

が

、

一

人

に

聞

い

た

話

だ

け

で

全

体

を

判

断

し

て

し

ま

う

こ

と

が

な

い

よ

う

に

指

導

し

た

。

一

人

の

話

は

あ

く

ま

で

も

一

意

見

で

あ

っ

て

、

そ

の

裏

付

け

と

な

る

記

録

や

社

内

資

料

な

ど

か

ら

業

務

の

実

態

を

確

認

し

て

、

分

析

、

判

断

す

る

よ

う

に

指

導

し

た

。

　

受

講

生

は

こ

れ

ま

で

は

、

自

組

織

の

経

営

を

俯

瞰

的

に

見

る

機

会

が

あ

ま

り

な

か

っ

た

と

思

う

が

、

実

習

を

通

し

て

自

組

織

の

良

さ

を

再

認

識

す

る

と

と

も

に

実

習

先

の

良

さ

を

吸

収

す

る

こ

と

で

、

自

組

織

の

改

善

案

を

考

え

る

き

っ

か

け

に

な

っ

た

と

思

う

。

木

村

政

男

・

Ｊ

Ａ

全

中

教

育

部

長

の

話

　

「

Ｊ

Ａ

経

営

マ

ス

タ

ー

コ

ー

ス

」

の

累

計

受

講

生

数

は

６

７

９

人

で

、

多

く

の

修

了

生

が

企

画

・

管

理

部

門

を

中

心

に

Ｊ

Ａ

の

中

枢

部

署

で

活

躍

し

て

お

り

、

近

年

で

は

役

員

に

就

任

す

る

修

了

生

も

増

え

て

い

る

。

各

Ｊ

Ａ

で

活

躍

し

て

い

る

修

了

生

が

、

改

革

の

火

種

を

灯

し

続

け

て

い

る

こ

と

を

う

れ

し

く

思

う

。

　

�

年

間

続

い

て

き

た

の

は

、

計

画

的

な

経

営

人

材

育

成

に

理

解

あ

る

Ｊ

Ａ

が

い

た

か

ら

で

あ

り

、

そ

う

で

な

け

れ

ば

派

遣

は

続

か

な

い

。

ま

た

、

マ

ス

タ

ー

コ

ー

ス

の

修

了

生

の

頑

張

り

も

大

き

い

。

修

了

生

が

現

場

で

活

躍

す

る

こ

と

で

、

マ

ス

タ

ー

コ

ー

ス

の

評

価

が

上

が

り

、

「

あ

あ

い

う

人

に

な

り

た

い

」

と

手

を

挙

げ

る

人

が

出

て

く

る

と

い

う

好

循

環

が

生

ま

れ

て

い

る

。

　

農

業

を

取

り

巻

く

経

営

環

境

は

大

き

く

変

化

し

、

Ｊ

Ａ

グ

ル

ー

プ

も

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

の

変

革

が

求

め

ら

れ

て

い

る

。

従

来

は

事

業

ご

と

の

連

合

会

が

示

す

事

業

モ

デ

ル

に

沿

っ

て

事

業

を

展

開

し

て

い

け

ば

、

Ｊ

Ａ

の

経

営

は

成

り

立

っ

て

い

た

が

、

農

業

者

の

所

得

向

上

、

農

業

生

産

の

拡

大

、

地

域

の

活

性

化

を

実

現

し

て

い

く

た

め

に

は

、

現

地

に

近

い

Ｊ

Ａ

が

自

ら

考

え

、

提

案

し

て

、

現

場

発

の

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

を

考

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

時

代

に

な

っ

て

い

る

。

　

そ

こ

で

教

育

部

で

は

、

Ｊ

Ａ

グ

ル

ー

プ

の

中

期

経

営

計

画

に

連

動

し

て

、

２

０

２

２

年

度

か

ら

３

カ

年

計

画

で

、

Ｊ

Ａ

の

将

来

ビ

ジ

ョ

ン

・

戦

略

の

策

定

・

実

践

を

担

う

経

営

人

材

の

育

成

強

化

を

図

っ

て

い

る

。

今

年

度

は

「

オ

ン

ラ

イ

ン

Ｊ

Ａ

経

営

者

セ

ミ

ナ

ー

」

を

開

催

し

、

非

常

勤

役

員

の

農

業

経

営

者

な

ど

が

参

加

で

き

る

よ

う

に

す

る

な

ど

、

経

営

者

層

や

管

理

職

層

の

経

営

人

材

育

成

研

修

を

増

や

し

、

幅

広

く

経

営

者

の

育

成

を

図

っ

て

い

き

た

い

。

ＪＡグループでは「国消国産」

（国民が必要として消費する食

料は、できるだけその国で生産

する考え方）に取り組んでいる

　

Ｊ

Ａ

全

中

（

全

国

農

業

協

同

組

合

中

央

会

）

は

、

１

年

制

の

ビ

ジ

ネ

ス

ス

ク

ー

ル

で

あ

る

「

Ｊ

Ａ

経

営

マ

ス

タ

ー

コ

ー

ス

」

（

通

期

コ

ー

ス

）

を

１

９

９

９

年

度

か

ら

開

講

し

て

お

り

、

今

年

度

で

�

期

を

迎

え

た

。

　

受

講

生

は

、

Ｊ

Ａ

都

道

府

県

中

央

会

会

長

の

推

薦

を

経

て

、

地

域

の

Ｊ

Ａ

（

農

業

協

同

組

合

）

か

ら

派

遣

さ

れ

た

Ｊ

Ａ

職

員

で

、

今

年

度

は

�

人

が

受

講

し

て

い

る

。

４

月

か

ら

翌

年

３

月

ま

で

の

１

年

間

、

都

内

の

社

会

人

向

け

の

寮

に

住

み

な

が

ら

、

教

室

が

あ

る

東

京

・

大

手

町

の

「

Ｊ

Ａ

全

国

教

育

セ

ン

タ

ー

」

に

通

学

す

る

。

　

同

コ

ー

ス

の

ね

ら

い

等

に

つ

い

て

、

上

杉

聡

・

Ｊ

Ａ

全

中

教

育

部

Ｊ

Ａ

経

営

人

材

育

成

課

長

は

、

「

協

同

組

合

の

理

念

を

し

っ

か

り

理

解

し

た

上

で

、

そ

の

実

現

の

た

め

の

Ｊ

Ａ

の

経

営

戦

略

を

立

案

し

、

そ

の

実

行

を

担

う

基

幹

的

人

材

の

育

成

を

図

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

い

る

。

受

講

生

は

�

歳

代

前

半

の

、

管

理

職

手

前

の

中

堅

職

員

が

多

く

、

全

日

制

１

年

間

の

濃

密

な

プ

ロ

グ

ラ

ム

に

な

っ

て

い

る

」

と

語

る

。

　

同

コ

ー

ス

は

、

大

き

く

二

つ

の

フ

ェ

ー

ズ

に

分

か

れ

る

。

前

期

の

４

～

８

月

に

は

、

Ｊ

Ａ

グ

ル

ー

プ

最

高

峰

の

試

験

で

あ

る

「

農

協

監

査

士

試

験

」

（

９

月

に

実

施

）

へ

の

挑

戦

を

通

じ

て

、

Ｊ

Ａ

に

関

す

る

簿

記

・

会

計

・

法

務

等

の

知

識

を

習

得

し

、

後

期

の

学

習

の

た

め

の

土

台

づ

く

り

を

行

う

。

　

後

期

の

９

～

３

月

に

は

協

同

組

合

の

理

念

学

習

や

、

経

営

戦

略

、

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

な

ど

の

経

営

学

の

講

義

、

ケ

ー

ス

メ

ソ

ッ

ド

、

ベ

ン

チ

ャ

ー

演

習

、

経

営

診

断

演

習

な

ど

の

「

経

営

学

習

」

が

行

わ

れ

る

。

　

１

月

以

降

は

、

１

年

間

の

学

び

の

集

大

成

と

し

て

、

受

講

生

は

、

所

属

す

る

Ｊ

Ａ

の

改

革

案

を

修

了

論

文

と

し

て

執

筆

し

、

実

証

的

・

具

体

的

な

提

案

を

織

り

込

ん

だ

改

革

プ

ラ

ン

づ

く

り

に

知

恵

を

し

ぼ

る

。

修

了

論

文

の

作

成

を

支

援

す

る

「

ゼ

ミ

」

も

９

月

か

ら

設

け

ら

れ

、

今

年

度

か

ら

は

ゼ

ミ

の

指

導

講

師

に

大

学

教

授

や

研

究

者

が

就

く

。

　

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

は

毎

年

見

直

し

が

図

ら

れ

て

い

る

が

、

２

０

２

２

年

度

か

ら

は

経

営

診

断

実

習

が

導

入

さ

れ

た

。

　

経

営

診

断

実

習

は

、

座

学

に

お

い

て

習

得

し

た

経

営

に

関

す

る

理

論

・

技

法

を

実

際

の

企

業

・

組

織

へ

適

応

し

て

い

く

過

程

を

通

し

て

、

理

論

の

定

着

、

技

法

の

再

点

検

を

図

る

と

と

も

に

、

企

業

経

営

・

組

織

経

営

を

総

合

的

に

把

握

す

る

能

力

の

向

上

を

目

指

す

も

の

で

、

昨

年

度

は

、

二

つ

の

実

習

先

組

織

（

Ｊ

Ａ

横

浜

と

Ｊ

Ａ

東

京

中

央

）

ご

と

に

２

グ

ル

ー

プ

に

分

か

れ

た

受

講

生

が

、

日

本

生

産

性

本

部

の

２

人

の

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

（

鍜

治

田

良

・

日

本

生

産

性

本

部

主

席

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

、

小

林

俊

介

・

日

本

生

産

性

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

）

の

指

導

の

も

と

で

、

９

日

間

の

実

習

に

臨

ん

だ

。

　

上

杉

氏

は

、

経

営

診

断

実

習

の

導

入

の

ね

ら

い

に

つ

い

て

、

「

近

年

は

、

現

実

の

経

営

課

題

そ

の

も

の

を

教

材

と

す

る

学

習

を

重

視

・

充

実

し

て

お

り

、

そ

の

一

環

と

し

て

、

日

本

生

産

性

本

部

の

協

力

を

得

て

、

昨

年

度

か

ら

経

営

診

断

実

習

を

導

入

し

た

。

現

実

の

課

題

に

取

り

組

み

、

経

営

陣

の

前

で

発

表

す

る

こ

と

な

ど

を

通

し

て

、

よ

り

緊

張

感

を

伴

う

学

び

が

期

待

で

き

、

混

沌

と

し

た

現

実

の

中

か

ら

課

題

を

抽

出

す

る

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

に

も

な

る

」

と

語

る

。

　

実

習

に

あ

た

っ

て

は

、

事

前

に

、

経

営

診

断

プ

ロ

セ

ス

を

経

験

す

る

「

経

営

診

断

ケ

ー

ス

研

修

」

や

、

現

場

で

の

改

善

手

法

を

学

び

、

実

習

で

活

用

で

き

る

よ

う

に

す

る

「

実

践

的

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

技

法

研

修

」

、

２

人

の

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

が

事

前

準

備

の

方

法

や

実

習

の

進

め

方

な

ど

を

指

導

す

る

「

事

前

オ

リ

エ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

研

修

」

が

行

わ

れ

た

。

実

習

で

は

、

経

営

幹

部

へ

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

、

現

地

調

査

、

報

告

書

作

成

、

報

告

会

の

実

施

な

ど

を

通

し

て

、

実

習

先

組

織

へ

の

提

案

を

行

っ

た

。

　

「

受

講

生

が

実

習

に

必

死

に

な

っ

て

取

り

組

む

姿

を

見

て

、

学

び

の

効

果

は

絶

大

だ

と

感

じ

た

。

受

講

生

か

ら

は

、

様

々

な

制

約

条

件

の

中

で

答

え

や

落

と

し

ど

こ

ろ

が

見

え

な

い

問

題

を

チ

ー

ム

で

解

決

し

て

い

く

経

験

は

帰

任

後

大

い

に

役

立

つ

と

い

う

声

を

聞

い

た

。

実

習

先

か

ら

は

、

自

分

た

ち

も

考

え

て

い

な

か

っ

た

指

摘

を

も

ら

っ

た

と

い

う

評

価

の

声

も

い

た

だ

い

た

。

今

年

度

も

首

都

圏

の

Ｊ

Ａ

２

組

織

を

対

象

に

経

営

診

断

実

習

を

行

う

が

、

よ

り

中

身

の

あ

る

提

案

と

す

る

た

め

に

も

、

実

習

に

入

る

前

の

、

事

前

の

仮

説

設

定

を

よ

り

本

質

的

で

深

い

も

の

に

し

て

い

き

た

い

」

（

上

杉

氏

）

。

　

　

　

　

　

◇

　

記

事

の

問

い

合

わ

せ

は

日

本

生

産

性

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

６

０

ま

で

。

（

５

回

連

載

予

定

）


